
  

 

  

 

～ さあ、２学期のスタートです！！ ～ 

 夏休みが終了し、今日から２学期がスタートしました。登校してきた子どもたちは笑顔や笑い声が 
一杯で、また学校に活気が戻ってきました。久しぶりに会ったクラスの先生や友だちに夏休みの思い 
出を話したり、２学期の目標を立てたりするなどして、２学期初日を過ごしていました。明日から子 
どもたちが気持ちを切り替えて普段通りの学校生活をおくることができますよう、担任をはじめ職員 
一同見守っていきたいと思います。 
 さて、昔から｢読書の秋｣と申します。読書を通して知識や語彙を増やすことができますし、様々な 
生き方、考え方に触れることで自分の人生の糧となります。また、集中力の持続時間が長くなる、異 
文化への理解が深まり、共感する能力が育つともいわれます。子どもたちの心に栄養をたくさん届け 
るために読書の習慣をつけさせたいものです。（下記：「５つのことを確立する」参照） 
 この２学期が子どもたちにとって充実した学期となりますよう、職員一同力を合わせて、氷丘っ子 
の成長に尽力していきたいと思います。どうぞ、本校の教育活動にご理解ご協力をよろしくお願いし 
ます。 

 

              

                                              

 

                                      

 

 

～ 学力向上に向けて、家庭でつけるとよい習慣 ～ 
夏休みに入ってからの個人懇談では、お忙しい中ご来校いただきありがとうございました。 
本校では、子どもたちの興味や関心を引き出すためにいろいろな指導の工夫をしていますが、ご家

庭でも次の「５つの確立」を参考にしていただき、子どもたちの学力向上にご協力いただければ幸い
です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 前述した通り、本を読むことは特に大切です。能動的かつ継続的に、試行錯誤しながらも粘り
強く知りたいことを探し出す力は、ネットではなく、本を読むことで培われるものと思います。 
先日の新聞には、次のように書いてありました。ご紹介します。 

加古川市立氷丘小学校 学校だより８号  令和５年９月１日 

 

9月の行事予定  

１日(金) 第２学期始業式 全校生 11:45下校 

 ４日(月) 全校生 11:45下校 午後運動場使用不可 

５日(火) 給食開始 １年出前授業 諸費振替① 

 ベルマーク・アルミ缶収集日 身体測定６年 

 ６日(水) ５年自然学校説明会 15:30～体育館 

     PTA常任委員会 19:00～多目的１ 

７日(木) ６年修学旅行説明会 16:10～体育館  

８日(金) 班長会議  

１１日(月) 全校朝会（リモート） 委員会活動 教育実習開始４名 

１２日(火) ６年校外学習（姫路城・平和資料館） 身体測定２年  

１３日(水) オープンスクール１～４校時（道徳参観：低学年２校時、高学年３校時） 

夏休み作品展（8:15～17:00） 冬用体操服販売 10:00～11:00体育館前 

一斉下校 14:45 チャレンジクラブ(囲碁)  

１４日(木) 夏休み作品展（8:15～17:00） 代表委員会 身体測定５年 

１５日(金) 夏休み作品展（8:15～10:20） 諸費振替② 

 子ども安全の日・安全点検 

１８日(月) 敬老の日   

１９日(火) 選任式（リモート） 身体測定１年 

２０日(水) 避難訓練 チャレンジクラブ(囲碁・キンボール) 脊柱運動器健診５年 

２１日(木) 避難訓練予備日 身体測定３年 

２２日(金) 安全安心協議会 18:30～多目的１ 身体測定４年 

２３日(土) 秋分の日 

２５日(月) クラブ活動  

２６日(火) 全校５校時まで 14:45下校 

２７日(水) １年校外学習(姫路水族館) チャレンジクラブ(囲碁・相撲) 

２８日(木) スクールカウンセラー来校日 

10月の主な行事予定 

２日(月)委員会活動 ６日(金)２年校外学習 

９日(月)～１３日(金)５年自然学校(ハチ高原) 

１０日(火)・１１日(水)３年消ちゃん先生 １６日(月)５年休業日 

１８日(水)一斉下校 １９日(木)～２０日(金)６年修学旅行(奈良・京都) 

２１日(土)PTA廃品回収 ２３日(月)クラブ活動 

２５日(水)音楽会体育館練習開始 ２８日(土)PTA廃品回収予備日 

～ 賛助会募金のお礼 ～ 

「加古川市手をつなぐ育成会」の賛助会員加入を各学年だよりでお
願いしたところ、本年度、７５，８５０円をお寄せいただきました。
たくさんのご厚情、誠にありがとうございました。 
１学期末に半分の３７，９２５円を「手をつなぐ育成会」へ送金さ

せていただき、残り半分の３７，９２５円を「くすのき賛助会」に入
金しました。ご報告とともに、お礼申しあげます。 

【５つのことを確立する】 
１ 生活のリズムを確立する（朝食と睡眠をしっかりとる） 
２ コミュニケーションを確立する（家族で話し合える雰囲気をつくる） 
３ 家庭学習の習慣を確立する（学年×１５分の習慣をつける） 
４ 読書の習慣を確立する（テレビやパソコンより本に親しむ環境をつくる） 
５ 自分の得意分野を確立する（その子なりのよさを伸ばす） 

オリックスの宮城大弥投手は昨夏、２か月ほど勝てない時期が続いた。投手兼コーチだった能見
篤史さんは、こう声を掛けたという。「オレには分かる。そのままじゃ勝てないよ」 
 一見冷たいようだが、宮城投手はそこから再び勝てるように。結局はシーズンを通して１１勝を
挙げ、チームの連覇に貢献したのだから効果てきめんである。昨季限りで引退した能見さんは初の
著書「＃みんな大好き能見さんの美学」で、豊岡市出石町で少年時代に始まる野球人生を振り返っ
ている。苦労人と言われつつ４３歳まで現役を続けた彼の言葉は、読むほどに味わい深い。 
 では、宮城投手に掛けた言葉の真意とは？能見さんいわく、大切なのは本人の「気づき」。宮城投
手なら答えを見つけられると信じ、あえて自分の頭で考えさせたのだ。日本人の身体能力は年々上
がり、頭を使わずとも勝てる投手が増えてきた。本場米国のような、力と力の勝負に近づいたとも
いえる。しかし、そんな考えない世代が担う未来はどうなるのか。能見さんは危ぶむ。その懸念は
果たして野球界だけの話だろうか。昭和の昔には何冊も本を読んで得ていた情報を瞬時にネットで
調べ、要領よく仕事をこなす若者たちよ。そのまま人生を勝ち抜いていけるかな。              

神戸新聞２０２３年８月９日水曜日朝刊 正平調より 


